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　職箏が終つたとき，いろいろなことがいわれたが，その中でもとくに多くの人々から聞いた言葉は，『これからの日

本は科學で立つよりほかに途はない』とい5ことであつた．いまでもこの言葉が正しいと思う入は，當時より殖えこそ

すれ減りはしないと私は信じている．昨年の國會に日本學術會議法や科撃按術行政協議會法が提出されたとき，多くの

國會入がこれに積極的な支持を與え，科學者に好意的であつたことは，昨年度の文部省研究費豫算が最初の政府案より

1億圓増したことと共に，これを具膣的に示したものといえるであろう．また今年文部省から支出される研究費が，4億

5千萬圓で，昨年度に較べた壇加牽が他の一般脛費より大きかつたことは，財政當局者もそれを認めてきた識擦である

といえぽいえるであろう・肋ども＋年前に1台めてできた科學研究費瓜たしカ・4・・鯛であつたこζを・Wts2，現在

はそれにくらべて殖えたのか，減つたのか後の方ではなかろうか．
　　x　現在の経濟状態を考えるとき，いろいろ困難があることは分る・これらの困難に勝ち研究費の増額を蜜現するために

日本學術會議の聰明で熱心な活動を期待するものは私一人ではあるまい．じかし一番効果的な方法は，い5までもなく

科學者自身が成果を翠げて研究費の支出が有利な投資であることを廣く一一rwに認識さぜることにある．このよ5な例が

今までなかつたというのではないが，一般の認識はまだ甚だ低い・これを認識不足といつてしまわないで，科學者の側

もさらに一暦の努力をなすべきでなかろ5か．

　わが國ではこれまで鷹用科學が重要覗されす過ぎて，純粋科撃が等閑に附されてきたとい5不満をたびたび聞いた．私

は遇然のことから蓮合軍総司令部の科學關係の人々に接する機會をときどき持つた，また1947年及び48年の米國科學

使箇團の入々から意見を聞く機禽にも惑まれたのであるが，そのいずれもが理論的な基礎科學では，日本は世界の水塗

に達していると認めている．これは既に知つている人が多いであろ5．それに饗して懸用方面，とくに基礎的な研究成

果の實用化は世界の水準に較べて問題にならぬほど低いといつている・このことは上に述べた不満が間違つていたとい

う謹明にはならない．しかし現在でも懸用方面の業績を學げるために，もつと物心爾画から援助が與えられ，努力がな

されねばならぬという理由にはなると思ケ．

　癒用方面がだめだとめうことは，例えば飛行機やラジオやペニシリソのように現在入類を幸幅にしている蛮明や獲見

が，何一つとして日本人によつてなされたものがないという意昧かと，あるとき反間してみfe．答は否で，もつと現實

的な生産に關係した問魑であるという・これはつい最近身に沁みて蒲感したことではなかつたか．磁電管に關する基礎

酌な研究は職孚中日本でかなり進んでいたのにかかわらず，これを大量に作り實際に使つて成功したのは米國であつた

瞬近聞い旛もその例の一つであろう・また職米入獅の忠告を容れることによつて旧本噸材生塵漱いに塒

したという話もあるが，日本人の技師や學者の申に同檬な忠告をなし得る人はいくら車いるのだろうに何故利用されな

いのかと，かえつて不思護がられている．この問題に答えることは私にはできない．そんなに簡軍ではないようである・

生産技術研究所がこの方面に力を入れるごとは，非常に有意義ではあるb9，．ePtだけに路はなかなか鹸しいことを萱悟

しなければならない．　（1949．9．　5）
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